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浅羽南幼稚園では年中・年長児による恒例のジャガ
イモ掘りを行いました。今年は天候にも恵まれ、たくさ
んのジャガイモが収穫できました。後日畑の耕作者
である小池さんを招待して、カレーパーティーを開催
しました。
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◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
主
な
も
の
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
た
め

に
、
7
億
3
5
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
3
4
8
億

6
3
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金
 
…
…
…
…
2
億
3
8
0
0
万
円

●
公
共
施
設
等
適
正
管
理
基
金
積
立
金
 1
億
5
0
0
0
万
円

●
各
種
建
設
事
業
に
お
け
る
国
県
補
助
額
決
定
に
伴
う
対
象

　

事
業
費
の
変
更 

 
…
…
…
…
…
…
1
億
3
5
9
2
万
円

●
広
岡
河
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
整
備
事
業
 9
8
0
0
万
円

●
（
仮
称
）
袋
井
市
教
育
会
館
整
備
事
業
 
1
2
5
0
万
円

　

ま
た
、
債

※

務
負
担
行
為
補
正
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

●
袋
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
・
配
送
等
業
務
委
託

　

期　

間　

令
和
元
年
度
〜
令
和
3
年
度

　

限
度
額　

1
億
4
0
9
0
万
円

●
児
童
送
迎
バ
ス
運
行
管
理
業
務
委
託

　

期　

間　

令
和
元
年
度
〜
令
和
3
年
度

　

限
度
額　

6
0
0
0
万
円

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
に
関
す
る
利
用

者
負
担
額
を
定
め
る
条
例
及
び
袋
井
市
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

本
年
10
月
1
日
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
い
、
1
号
認
定
保
育
料
（
幼
稚
園
等
）、
2
号
認

定
保
育
料
（
認
可
保
育
所
等
）
に
つ
い
て
、
条
例
で
0

円
と
定
め
ま
す
。
ま
た
、
給
食
費
の
徴
収
と
副
食
費
の

免
除
規
定
、
地
域
型
保
育
施
設
の
連
携
施
設
を
確
保
し

な
い
期
間
の
延
長
等
に
関
し
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

●
袋
井
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

敷
地
を
賃
貸
借
し
て
運
営
し
て
き
た
愛
野
駅
前
南
駐

車
場
に
つ
い
て
10
月
末
日
を
も
っ
て
廃
止
し
、
敷
地
を

所
有
者
へ
返
還
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

9月定例会

一
般
会
計
な
ど
10
会
計
の
決
算
は
、
す
べ
て
認
定

　

市
議
会
は
、
9
月
定
例
会
を
9
月
2
日
か
ら
26
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
度
一

般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
決
算
認
定
を
含
む
32
議
案
と
4
件
の
報
告
、
議
員
か
ら
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の

2
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

※
債
務
負
担
行
為
と
は

一
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

令和2年度完成予定の袋井西コミュニティセンターのイメージ図令和2年度完成予定の袋井西コミュニティセンターのイメージ図
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【特別会計】特定の事業に使われる会計で、国民健康保険外6会計あります。

【企業会計】公共の福祉を目的に経営する独立採算の会計です。
会計名 予算額 決算額 執行率（%）

水 道 事 業
収益的収支

事 業 収 益 17億6,100万円 17億5,926万円 99.9
事 業 費 用 15億9,300万円 15億4,015万円 96.7

資本的収支
資本的収入 3億1,000万円 2億9,245万円 94.3
資本的支出 8億8,300万円 8億4,037万円 95.2

病 院 事 業
収益的収支

事 業 収 益 17億2,820万円 16億6,105万円 96.1
事 業 費 用 17億2,820万円 16億2,235万円 93.9

資本的収支
資本的収入 3億　800万円 2億8,790万円 93.5
資本的支出 3億9,000万円 3億6,970万円 94.8

会計名 予算額 歳入決算額 歳入
執行率（%） 歳出決算額 歳出

執行率（%）

国民健康保険 81億4,000万円 80億1,835万円 98.5 78億5,105万円 96.5 
後期高齢者医療 7億5,100万円 7億4,833万円 99.6 7億4,292万円 98.9 
介 護 保 険 53億7,900万円 54億2,164万円 100.8 53億 966万円 98.7 
公共下水道事業 24億1,700万円 22億5,377万円 93.2 22億2,736万円 92.2 
農業集落排水事業 2,900万円 3,116万円 107.5 2,526万円 87.1 
駐 車 場 事 業 6,000万円 5,387万円 89.8 5,338万円 89.0 
墓 地 事 業 5,500万円 1億 587万円 192.5 5,259万円 95.6 

【一般会計】予算額348億8,950万円
支出済額 329億8,698万円
執行率（予算対比）  94.5%

平成30年度各会計別決算状況

歳入 歳出

災害復旧費 7,473万円

市民税
65億5,611万円

固定資産税・
都市計画税
79億5,732万円

その他の市税
8億5,704万円

国県支出金
62億3,660万円

市債
39億3,060万円

地方交付税
22億8,206万円

地方消費税
交付金

16億6,953万円

その他
46億383万円

民生費
94億3,043万円

土木費
34億4,661万円

衛生費
48億314万円

教育費
53億1,314万円

総務費
36億5,884万円

消防費
19億4,309万円

農林水産業費 6億1,477万円

商工費 2億4,554万円 議会費 2億4,071万円
労働費 8,894万円

公債費
31億2,704万円

収入済額 340億9,309万円
執行率（予算対比） 97.7%

※公債費…市が借り入れた地方債の元利償還金

※金額はそれぞれ1万円未満切り捨て、割合は小数点以下第2位を四捨五入して記載しています。
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市政に対する 一般質問
問 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
B
に
対
す
る
、
市

の
実
施
方
針
や
実
現
に
向
け
て
の
対
応

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
、地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
り
、

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ

く
り
を
進
め
、
介
護
予
防
や
日
常
生

活
支
援
を
地
域
で
行
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
今
年
度
、
先
進
地
の
事

例
も
踏
ま
え
て
、
効
果
的
に
活
動
が

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問 

地
域
の
生
活
支
援
組
織
の
設
立
に
係

る
支
援
へ
の
考
え
は
。

答 

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
交
付
金

の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
が
、
活
動

が
継
続
的
に
維
持
で
き
る
体
制
を
作

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
関
係
の

方
々
を
交
え
て
議
論
を
深
め
て
い
き

た
い
。

問 

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
関
す
る
法
律
の

施
行
を
受
け
、
本
市
で
は
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
。

答 

本
年
度
内
に
、
国
の
基
本
方
針

や
県
等
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

引
き
続
き
県
事
業
と
の
連
携
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
飲
食
店
な
ど
も
訪

問
し
、
ご
み
の
削
減
と
あ
わ
せ
、
食

品
ロ
ス
削
減
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る

な
ど
、
市
独
自
の
施
策
も
展
開
し
て

い
き
た
い
。

問 

横
須
賀
高
校
生
の
通
学
手
段
と
な
っ

て
い
る
遠
州
鉄
道
掛
塚
さ
な
る
台
線
が
令

和
3
年
3
月
末
で
廃
止
予
定
で
あ
り
、
そ

れ
に
代
わ
り
掛
川
市
が
提
案
す
る
掛
川
市

自
主
運
行
バ
ス
を
袋
井
市
、
磐
田
市
が
共

同
し
て
福
田
車
庫
ま
で
延
伸
さ
せ
る
計
画

を
実
行
で
き
な
い
か
。

答 

市
南
部
地
域
か
ら
の
こ
の
路
線

の
利
用
者
は
少
な
く
積
極
的
な
支
援

は
難
し
い
が
、
今
後
も
引
き
続
き
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

危
険
な
空
き
家
の
解
体
促
進
の
た

め
、
除
却
費
用
の
補
助
と
除
却
後
3
年
間

の
固
定
資
産
税
等
減
免
措
置
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答 
磐
田
市
、
藤
枝
市
で
は
既
に
実

施
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
効

果
も
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問 

待
機
児
童
が
い
る
家
庭
へ
の
連
絡
や
、

保
育
施
設
の
空
き
状
況
の
可
視
化
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し
て
い
る
か
。

答 

本
年
度
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
市
内
の
保
育
所
等
の
空
き
状
況

を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
認
可
保
育

所
の
ほ
か
認
証
保
育
所
、
公
立
幼
稚

園
の
預
か
り
保
育
や
市
内
2
園
で
実

施
の
延
長
預
か
り
保
育
な
ど
を
随
時

案
内
し
て
い
る
。

佐
野 

武
次 

議
員

岡
本 

幹
男 

議
員

横
須
賀
高
校
生
の

通
学
の
交
通
手
段
確
保
を

地
域
住
民
主
体
の

生
活
支
援
活
動
へ
の
対
応
は

食
品
ロ
ス
へ
の
対
応
は

空
き
家
対
策
の
推
進
を

子
育
て
支
援
の
推
進
を

食品ロスのポスター
（出典：消費者庁ホームページ http://www.caa.go.jp/）

袋井市立笠原こども園
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問 

市
内
の
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
設
置

状
況
は
。

答 

平
成
26
年
度
か
ら
本
年
8
月
ま

で
の
6
年
間
で
20
件
。
袋
井
地
区
が

14
件
、設
置
面
積
が
3
・
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
浅
羽
地
区
が
6
件
、
設
置
面
積

が
2
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い

て
、
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
で
あ
る
。

問 

荒
廃
農
地
の
再
生
や
農
業
経
営
の
改

善
に
役
立
っ
た
例
は
あ
る
か
。

答 

浅
羽
南
地
区
の
0
・
1
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
畑
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽

培
す
る
な
ど
市
内
8
件
、
1
・
2
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
荒
廃
農
地
が
再
生
さ
れ

た
。
ま
た
、
三
川
地
区
の
茶
園
0
・

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
は
、
日
照
を
遮
る

こ
と
で
質
の
よ
い
お
茶
、
か
ぶ
せ
茶

の
収
穫
が
で
き
て
、
経
営
の
改
善
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

問 

カ
ー
ド
の
機
能
を
活
用
し
た
本
市
の

取
り
組
み
は
。

答 

消
費
増
税
対
策
の
一
環
と
し
て

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
実
施
、
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
で
き
る
な
ど
、
国
の
取
り

組
み
に
加
え
て
、
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
、
産
学
の
知
見
も
活
用
し

つ
つ
、
調
査
研
究
を
進
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
及
び
カ
ー
ド
の
普
及
率

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問 

本
丸
か
ら
の
眺
望
な
ど
久
野
城
址
の

魅
力
を
高
め
る
た
め
の
整
備
を
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
。

答 

頂
上
の
本
丸
か
ら
市
街
地
を
見

渡
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
袋
井

市
景
観
条
例
に
基
づ
き
、
眺
望
地
点

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
景
観
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
樹
木
の
伐
採
な
ど
の
管
理
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問 

久
野
城
址
公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

答 

文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、

文
化
財
に
対
す
る
考
え
方
も
今
ま
で

の
保
護
中
心
か
ら
活
用
へ
と
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
久
野
城
址
保
存
会
や

地
元
自
治
会
の
方
々
の
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
県
内
外
の
先
進
的
な
事

例
の
情
報
収
集
、研
究
を
し
て
い
る
。

問 

ベ
ト
ナ
ム
各
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学

生
18
人
が
本
市
を
訪
れ
研
修
し
て
い
っ

た
。
今
後
の
支
援
は
ど
う
か
。

答 

ベ
ト
ナ
ム
の
青
少
年
が
貴
重
な

海
外
研
修
に
お
い
て
本
市
に
滞
在
す

る
こ
と
は
本
市
に
と
っ
て
も
大
変
意

義
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
交
流

協
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
を

代
表
し
て
受
け
る
体
制
は
し
っ
か
り

さ
せ
て
い
き
た
い
。

戸
塚 

哲
夫 

議
員

寺
田 　

守 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を

営
農
型
太
陽
光
発
電
の

現
状
と
課
題
は

久
野
城
址
の
利
活
用

ベ
ト
ナ
ム
学
生
の
研
修

マイナンバーカード（見本）

久野城址公園でのグランドゴルフ
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市政に対する 一般質問
問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
と
地
域
防
災

と
の
連
携
対
策
は
。

答 

地
域
の
自
主
防
災
隊
と
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
等
と
の
連
携
の
た
め
、

今
後
、
地
域
防
災
対
策
会
議
な
ど
で

連
携
し
て
取
り
組
む
「
共
助
」
を
推

進
し
、
さ
ら
な
る
防
災
力
の
強
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問 

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
や
障
が
い
者
施

設
職
員
の
方
々
に
は
、
袋
井
市
外
か
ら
の

通
勤
者
も
多
く
い
る
。
メ
ロ
ー
ね
っ
と
登

録
の
推
進
は
。

答 

現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
会
議
の
中
で
登
録
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
障
が
い
者
施
設
で
は

今
後
、
中
遠
地
域
自
立
支
援
協
議
会

袋
井
支
部
会
議
な
ど
で
登
録
の
呼
び

か
け
を
し
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
や

障
が
い
者
施
設
職
員
の
登
録
1
0
0

%
を
目
指
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

問 

市
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
道
路
整
備
、

今
後
の
見
通
し
は
。

答 

幹
線
道
路
は
重
要
度
が
低
く
満

足
度
が
高
い
、
生
活
道
路
は
重
要
度

が
高
く
満
足
度
が
低
い
と
の
市
民
意

識
調
査
を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
効
果

が
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
地
域
と

と
も
に
効
果
的
な
み
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

木
下　

 

正 

議
員

問 

被
爆
者
を
は
じ
め
と
す
る
草
の
根
か

ら
の
運
動
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
結
実

し
た
。「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
取

り
組
み
を
広
げ
よ
う
。

答 

昨
年
度
、袋
井
市
長
と
し
て
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
趣
旨
に
賛

同
し
署
名
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
ふ
く
ろ
い
へ
の
掲
載
、
さ

ま
ざ
ま
な
平
和
行
政
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
市
民
一
人
一
人
に
署
名
活

動
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問 

2
0
2
0
年
は
、
核
兵
器
廃
絶
に

と
っ
て
重
要
な
年
で
あ
る
。
全
市
あ
げ
て

平
和
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
よ
う
。

答 

世
界
的
な
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
動
き
を
注
視
し
、
核
兵
器
平
和
都

市
宣
言
の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
団

体
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
着
実
に
取

り
組
み
、
若
い
世
代
に
平
和
へ
の
思

い
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

熱
中
症
対
策
に
は
、
エ
ア
コ
ン
等
で

の
室
温
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
熱
中
症
弱

者
に
冷
房
機
器
設
置
に
助
成
で
き
な
い

か
。答 

現
時
点
で
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、
暑
い

時
期
に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
の

適
切
な
使
用
を
継
続
し
て
啓
発
す
る

こ
と
に
努
め
、
熱
中
症
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

核
兵
器
廃
絶
・

戦
争
の
な
い
世
界
を

災
害
時
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
等
の
対
策
は

袋
井
市
み
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
後
の
見
通
し

低
所
得
者
等
の

エ
ア
コ
ン
等
設
置
に
支
援
を

市道田端8号線

ヒバクシャ国際署名ポスター
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問 

市
内
8
つ
の
小
中
学
校
が
自
治
会
連

合
会
か
ら
学
校
教
育
支
援
金
を
受
け
て
い

る
。
教
育
無
償
化
の
時
代
、
年
金
だ
け
で

暮
ら
す
世
帯
か
ら
い
わ
ば
税
金
の
よ
う
に

学
校
教
育
支
援
の
お
金
を
自
治
会
が
集
め

る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
。
改
善
す
べ
き

問
題
だ
。
学
校
の
先
生
方
や
保
護
者
が
困

ら
な
い
よ
う
、
学
校
の
教
育
予
算
の
増
額

を
。答 

教
育
振
興
会
の
活
動
は
、
地
元

の
学
校
教
育
の
充
実
を
願
っ
て
の
地

域
の
皆
さ
ま
の
善
意
と
し
て
受
け
止

め
て
い
る
。
教
育
振
興
会
に
よ
る
学

校
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
振
興
会
に
お
い
て
検

討
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問 

3
流
域
は
低
い
土
地
が
分
布
し
、
安

心
し
て
住
め
る
治
水
対
策
が
必
要
。
来
年

度
予
算
に
お
い
て
最
重
要
重
点
事
業
の
一

つ
に
組
み
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答 

今
ま
で
も
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
来
年
度
以
降
も

河
川
改
修
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
着

実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

竹
野　

 

昇 

議
員

問 

本
年
、
気
候
の
影
響
も
あ
り
、
本
県

の
荒
茶
生
産
量
は
過
去
最
低
水
準
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
価
格
に
関
し
て
も
同
様
で
あ

る
。
市
内
の
今
年
の
茶
業
状
況
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
茶
業
従
事
者
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。答 

J
A
遠
州
中
央
が
扱
っ
た
袋
井

管
内
の
荒
茶
の
数
量
は
一
番
茶
、
二

番
茶
と
も
に
2
割
減
、
ま
た
、
価
格

は
一
番
茶
の
平
均
単
価
は
前
年
度
同

様
の
水
準
を
維
持
し
た
が
、
二
番
茶

は
昨
年
よ
り
も
低
い
価
格
と
な
っ

た
。生
産
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
は
、

出
荷
先
、
取
引
先
の
確
保
が
難
し
く

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
、

生
葉
の
収
穫
量
の
調
整
が
必
要
、
県

内
の
茶
産
地
が
一
体
と
し
て
茶
振
興

に
取
り
組
む
必
要
性
、
飲
料
に
限
ら

な
い
新
た
な
商
品
開
発
に
向
け
た
異

業
種
と
の
交
流
、
販
売
先
が
求
め
る

G
A
P
認
証
の
取
得
が
必
要
等
の
意

見
が
あ
り
、
今
後
機
会
を
捉
え
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
。

問 

茶
園
が
耕
作
放
棄
地
化
し
な
い
よ
う

作
物
転
換
の
検
討
を
し
た
ら
ど
う
か
。
本

市
の
考
え
は
。

答 

お
茶
に
か
わ
る
作
物
と
し
て
み

か
ん
、
オ
リ
ー
ブ
、
イ
チ
ゴ
へ
の
作

物
転
換
を
行
う
生
産
者
も
い
る
。
転

換
作
物
は
販
路
の
確
保
で
き
る
作
物

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

J
A
遠
州
中
央
と
も
協
力
し
、
需
要

の
あ
る
作
物
の
情
報
提
供
や
、
作
物

転
換
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
提
示
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

本
市
の
茶
業
振
興

自
治
会
か
ら
教
育
振
興
会
に

助
成
金
の
是
非

沖
之
川
・
蟹
田
川
・

小
笠
沢
川
流
域
治
水
対
策

小笠沢川流域の排水路

笠原地区の茶畑
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市政に対する 一般質問
問 

本
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
橘

た
ち
ば
な
の
は
や
な
り

逸
勢
・
空

海
・
川
村
驥き

ざ
ん山

を
生
か
し
た
「
書
の
ま
ち

ふ
く
ろ
い
」を
町
お
こ
し
に
で
き
な
い
か
。

答 

来
年
計
画
さ
れ
て
い
る
袋
井
・

三
ヶ
日
地
縁
サ
ミ
ッ
ト
等
の
活
動

は
、
市
民
が
地
域
の
歴
史
を
知
る

き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
書
を
通
じ
た

文
化
活
動
へ
の
意
識
向
上
に
繋
が
る

と
考
え
ら
れ
る
。
歴
史
史
料
の
提
供

や
広
報
な
ど
情
報
発
信
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。

問 

今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。

答 

思
考
ツ
ー
ル
活
用
研
修
会
で
先

生
の
授
業
改
善
を
図
り
、
思
考
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
学
び
を
充
実
さ
せ
、

子
ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
を
育
む
た

め
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問 

十
分
な
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
の
学
び
直
し
に
対
応
す
る
「
夜

間
中
学
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

不
登
校
の
生
徒
も
外
国
籍
の
生

徒
も
、
自
ら
の
夢
に
、
夢
の
実
現
に

向
か
っ
て
努
力
を
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

夜
間
中
学
校
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

山
田 

貴
子 

議
員

問 

投
票
率
向
上
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

答 

現
在
、
市
中
央
部
・
南
部
に
は

期
日
前
投
票
所
は
あ
る
が
、
市
北
部

に
は
な
い
。
他
自
治
体
の
先
進
事
例

を
参
考
に
、
商
業
施
設
等
へ
の
期
日

前
投
票
所
の
設
置
や
移
動
期
日
前
投

票
所
の
設
置
等
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問 

公
務
員
の
選
挙
運
動
は
ど
こ
ま
で
が

許
さ
れ
、
ど
こ
ま
で
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答 

公
職
選
挙
法
で
は
、
地
位
を
利

用
し
た
選
挙
運
動
は
禁
止
。
地
方
公

務
員
法
で
は
、
特
定
の
人
を
支
持
す

る
目
的
等
を
持
っ
て
、
勧
誘
運
動
を

す
る
な
ど
政
治
的
行
為
が
制
限
さ
れ

て
い
る
。
公
務
員
は
、
政
治
的
団
体

の
役
員
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

市
民
の
疑
念
や
、
不
信
感
を
招
く
こ

と
が
な
い
よ
う
全
職
員
に
対
し
て
綱

紀
の
保
持
を
求
め
て
い
る
。

問 

市
子
連
の
意
義
は
。

答 

全
市
域
で
組
織
さ
れ
る
市
子
連

は
、
地
区
対
抗
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

な
ど
で
単
位
子
ど
も
会
同
士
の
交
流

を
広
げ
る
こ
と
や
、
世
話
役
の
方
々

に
活
動
中
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
安
全
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
子
ど

も
会
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
仕
組
み
を
導

入
し
、
熱
気
球
に
乗
る
体
験
な
ど
、

新
し
い
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

「
書
」
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

子
ど
も
会
の
現
状
は

今
年
度
の
全
国
学
力
調
査
の
結
果
は

夜
間
中
学
の
必
要
性
は

明
る
い
選
挙

橘逸勢供養塔（用福寺）

三川地区 熱気球搭乗体験
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問 

H
S
C
と
判
断
さ
れ
る
児
童
生
徒
の

実
態
は
。

答 

H
S
C
は
人
一
倍
敏
感
な
子
ど

も
の
こ
と
で
あ
り
、
感
覚
が
鋭
く
人

の
気
持
ち
や
刺
激
に
敏
感
で
あ
る
な

ど
の
特
性
が
あ
る
。
現
状
に
お
い
て

は
、
H
S
C
の
専
門
医
に
よ
り
診
断

さ
れ
た
児
童
生
徒
は
い
な
い
が
、
友

達
同
士
で
け
ん
か
し
て
い
る
姿
を
見

て
心
を
痛
め
て
し
ま
う
と
い
っ
た
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、 

H
S
C
に
該
当
す
る
子

ど
も
は
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問 

H
S
C
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
対
応

は
。答 

現
在
、
H
S
C
に
特
化
し
た
対

応
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
特
別
支
援
教
育
の
考
え
方
を

ベ
ー
ス
に
、
敏
感
な
子
ど
も
た
ち
へ

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問 

プ
ー
ル
授
業
等
に
お
い
て
、
日
焼
け

止
め
ク
リ
ー
ム
の
使
用
は
、
ど
の
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
か
。

答 

全
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、

保
護
者
の
申
し
出
や
相
談
が
あ
れ

ば
、
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
の
使
用

や
紫
外
線
か
ら
肌
を
守
る
た
め
の
長

袖
の
水
着
で
あ
る
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド

の
着
用
を
認
め
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
る
。

村
井 

勝
彦 

議
員

問 

み
つ
か
わ
夢
の
丘
公
園
建
設
に
あ
た

り
、
市
は
川
会
地
区
の
明
治
橋
架
け
替
え

を
地
元
と
約
束
し
た
。
今
後
実
施
す
る
工

事
内
容
と
年
次
計
画
は
ど
う
か
。

答 

浸
水
対
策
と
し
て
整
備
す
る　

管
や
道
路
用
地
に
係
る
文
化
財
調

査
、残
り
の
用
地
取
得
や
物
件
補
償
、

橋
梁
区
間
ま
で
の
道
路
整
備
な
ど
を

架
け
替
え
前
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
順
調
で
も
橋

梁
の
着
工
時
期
は
令
和
7
年
頃
の
見

込
み
で
あ
る
。

問 

工
事
費
用
の
見
込
み
額
と
市
の
財
政

負
担
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

答 

架
け
替
え
に
必
要
な
工
事
額
は

約
5
億
4
0
0
0
万
円
で
3
年
間
の

工
事
期
間
を
見
込
ん
で
い
る
。
橋
梁

の
架
け
替
え
に
河
川
改
修
事
業
が
伴

わ
な
い
こ
と
や
交
付
金
の
採
択
メ

ニ
ュ
ー
が
な
い
こ
と
か
ら
全
額
起
債

を
活
用
し
、
全
て
市
の
負
担
で
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。

問 

見
取
地
区
の
堤
防
改
修
が
遅
れ
て
い

る
。
危
険
性
が
高
く
、
早
期
の
工
事
実
施

が
必
要
で
あ
る
。
見
通
し
は
ど
う
か
。

答 

今
年
度
は
磐
田
市
向
笠
地
区
左

岸
の
河
道
拡
幅
及
び
護
岸
工
事
60
m
を

実
施
す
る
。
来
年
度
以
降
も
順
次
工
事

を
進
め
る
予
定
だ
が
、
計
画
区
間
の
完

了
に
は
ま
だ
相
当
の
期
間
を
要
す
る
。

早
期
完
了
を
県
に
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

学
校
教
育
に
お
け
る

H
S
C
の
現
状
と
対
応
は

学
校
の
体
育
活
動
等
に
お
け
る

紫
外
線
対
策
は

明
治
橋
架
け
替
え
の

計
画
は

敷
地
川
堤
防
の
早
期
改
修

実
施
を

小学校のプール

明治橋（川会地内）
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市政に対する 一般質問
問 

支
所
の
利
活
用
に
関
す
る
庁
内
検
討

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答 

検
討
会
の
議
論
で
は
、
浅
羽
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
支
所
機

能
を
維
持
し
つ
つ
、
多
く
の
市
民
が

訪
れ
た
く
な
る
施
設
と
す
る
こ
と

や
、
支
所
周
辺
の
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
や

各
文
化
施
設
と
の
回
遊
性
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に

至
っ
て
い
る
。

問 

美
術
館
や
児
童
館
な
ど
文
化
的
施
設

と
し
て
の
活
用
は
ど
う
か
。

答 

文
化
政
策
を
よ
り
充
実
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
た

ち
、
市
民
が
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を

つ
く
り
、
文
化
度
を
高
め
る
機
能
を

備
え
る
こ
と
は
重
要
な
検
討
事
項
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
場
所
が
よ
り
魅

力
的
で
、
わ
く
わ
く
感
を
持
っ
て
訪

れ
た
く
な
る
機
能
を
有
す
る
人
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
な

る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問 

医
療
・
退
院
か
ら
在
宅
・
介
護
へ
の

橋
渡
し
で
、
医
療
機
関
と
ど
う
連
携
を

図
っ
て
い
く
か
。

答 

医
療
と
介
護
関
係
者
へ
の
情
報

共
有
や
研
修
を
実
施
し
て
多
職
種
連

携
の
意
識
浸
透
を
図
り
、
在
宅
医
療

を
実
施
す
る
医
療
機
関
を
増
や
し

て
、
退
院
後
も
患
者
と
家
族
が
安
心

し
て
在
宅
で
の
療
養
生
活
が
送
れ
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

近
藤 

正
美 

議
員

問 

若
年
性
認
知
症
の
発
症
年
齢
の
平
均

は
51
歳
で
、
一
家
の
生
計
を
支
え
て
い
る

人
が
多
く
、
休
職
や
退
職
に
よ
り
経
済
的

に
困
窮
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
本
人
や
家

族
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
本
市
の
若
年
性

認
知
症
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

答 

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
総
合
相

談
窓
口
で
、
保
健
師
・
看
護
師
等
の

専
門
職
が
相
談
を
受
け
付
け
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
。
内
容
に
応
じ
て
医

療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
と
っ
て

い
る
。
ま
た
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
難
し
い
相
談

な
ど
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
や

作
業
療
法
士
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る

チ
ー
ム
で
、
自
立
生
活
へ
の
初
期
支

援
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ

と
と
も
に
、
市
内
4
カ
所
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
が
、
身
近
な
場
所
で
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問 

台
風
に
よ
る
大
雨
や
頻
発
す
る
集
中

豪
雨
に
よ
り
道
路
の
冠
水
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
。
被
害
を
防
ぐ
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
災
害
時
に
「
メ
ロ
ー
ね
っ
と
」

な
ど
に
よ
る
道
路
冠
水
の
情
報
配
信
は
可

能
か
。

答 

道
路
冠
水
時
の
通
行
規
制
等
の

情
報
配
信
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
実

施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

森
杉 

典
子 

議
員

若
年
性
認
知
症
へ
の

支
援
の
取
り
組
み
は 

道
路
冠
水
時
に
お
け
る
事
故

防
止
対
策

アンダーパス（下地地内）

浅
羽
支
所
の

今
後
の
利
活
用
は

日
本
一
健
康
文
化
都
市
へ
の

ま
ち
づ
く
り
は

浅羽支所
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
各
決
算
を
は
じ
め
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予

算
や
条
例
制
定
や
改
正
な
ど
の
議
案
を
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト ●令和元年度一般会計補正予算（第

2号）～体育館施設費～

　広岡河川公園の整備状況は。

　駐車場は、新設するグラウンド西
側に約100台整備する。公園への進

入路は公園西側1カ所のみ、既存の出入
り箇所には車止めを設置、堤防から入口
付近はアスファルト舗装とする。地元か
らの要望は安全対策を優先して整備し、
今年度補正予算の中で対応できない箇所
や備品等の整備は、来年度当初予算で対
応していく。

民
生
文
教
委
員
会

●平成30年度一般会計歳入歳出決
算認定～児童福祉費～

　夏休み等長期休業中の放課後児
童クラブ利用者が増えるが、受け入

れ態勢はどのようになっているのか。

　夏休み等長期休業中の放課後児童
クラブ待機者は24人いる。既存の

施設はいっぱいなので、夏休み中の小学
校の特別教室を借りることを考え、待機
児童が出ている各学校に働きかけを行っ
た。次年度以降も、待機児童が出ている
各学校の特別教室等を借りるよう調整し
ている。

●平成30年度一般会計歳入歳出決
算認定～秘書費～

　袋井市と福井県鯖江市とは、災害
時相互応援協定を締結しているが、

議員間だけでなく民生委員でも交流が始
まっており、一歩前進して、友好都市とな
る考えはないか。

　原子力発電所と大規模災害との複
合災害が発生した場合、福井県嶺

北11市町が本市の避難先となることと
なったが、これは、鯖江市が中心に嶺北
地方をまとめたことが相当な要因であ
り、そのお礼を伝えながら、友好都市提
携を持ち掛ける努力をしたい。

総
務
委
員
会

●平成30年度一般会計歳入歳出決算認定～地方
創生「日本一健康文化都市」実現戦略推進費～

　ICタグによって児童の位置情報
を把握する実証実験については、今

後、どのように進めていくのか。

　山名小学校の1・2年生の希望者
を対象に実証実験を行い、アンケー

ト調査を実施した結果、有用性を確認す
ることができた。今年度は、山名小学校
内でさらに展開し、保護者からも好評で
ある。このシステムについては、高齢者
の見守りにも役立てたいと考えているた
め、展開を検討している。

●平成30年度一般会計歳入歳出決
算認定～じん芥処理費～

　資源ごみ拠点回収の状況はどう
か。

　平成30年度実績で、中遠クリー
ンセンターは毎週日曜日のみで

38,430人、容器包装資源化センターは
毎日で28,720人であり、指定の時間に
自治会の収集場所に出せない多くの市民
が利用している。

建
設
経
済
委
員
会

●平成30年度一般会計歳入歳出決
算認定～河川管理費～

　河川愛護事業について危険箇所
は市で草刈りを行っているが、判断

基準はどのようになっているか。

　平成25年度に地域・県・市で協
議・調査を行い、役割分担をした経

緯があり、川に落ちてしまう恐れがある
ところや、のり面が急なところは市が草
刈りを行っている。

11  ― No.72 ― R1.11.1



議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

ご
み
減
量
化
特
別
委
員
会

I
C
T
活
用
特
別
委
員
会

◆第2次袋井市ICT推進計画事業評価をもとに、これをさらに展開した形で「第3次袋井市ICT推
　進計画・官民データ活用推進計画」が本年3月に制定された。本委員会では、これまで進めてき
　た事業に加え、今年度予算化されている12の主要事業の概要を一通り、調査・確認した。

◆袋井市内のごみ処理の歴史と現状について確認したうえで、ごみ処理施設を視察し、現状
　の把握をした。

特
別
委
員
会
は
、
市
の
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
、
審
査
・
調
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
に

な
り
ま
す
。

特
別
委
員
会
報
告

◆議会の活性化に向けて、袋井市議会が取り組むべき具体的な課題やスケジュールなど、議
　会活性化特別委員会のスキームについて協議し、それに基づいた検討作業を開始した。

◇8月5日(第2回)
<報告事項>
1 ごみ処理の歴史と現状
　国内の廃棄物の排出傾向とそれに伴う法制定の歴
　史や、袋井市のごみ収集と処理施設の整備状況、
　条例や環境基本計画等の策定状況についての報
　告があった。
2 袋井市のごみ処理の状況
　袋井市における可燃ごみ・不燃ごみの収集量とそ
　れに伴う収集委託費用、ごみ処理施設への分担金
　や処分費用について、平成30年度の実績値で説明
　があり、可燃ごみの排出量は24,278トン、不燃ご
　みの排出量は2,304トン、収集・処分経費は可燃ご
　み・不燃ごみを合わせて12億円余であるとの報告
　があった。
 <協議事項>
1 ごみ処理業務の見直しについて 

　現状のままでは令和3年度で中遠クリーンセンタ
　ーの処理限界量を超える見込みであり、施設の適
　正な稼働の維持や長寿命化に向け、さらなるごみ
　の減量化を進めていくためには、これまでの取り
　組みに加え、ごみ処理業務全体の見直し、ごみの
　減量化が可能となる仕組みについての調査・研究
　に取り組んでいくことにした。
2 スケジュール
　今年度中に方向性を見いだすことができるとよい
　が、議論の内容によって変更もあることを確認し
　た。

◇8月27日(第3回)
<現地視察>
1 容器包装資源化センター(袋井市豊沢)
2 中遠クリーンセンター

◇7月19日(第2回)
<協議事項>
1 議会活性化特別委員会の進め方(案)について
　議員間討議の運用強化や通年議会の導入など、比
　較的短期間での協議で方向性を示すことができる
　ものから優先的に取り組み、議会改革先進市議会
　への行政視察研修などを経て、議員定数の検討な
　ど、中長期的な協議になると見込まれる課題につ
　いても、順次取り組んでいくことにした。

◇8月26日(第3回)
<協議事項>
1 議員間討議の運用について
　議員間討議の運用については、議案を審査する場
　合と当局の行政報告に対して行う場合に分け、会
　議の進め方とその結果の取り扱いについて、それ
　ぞれ検討を行い、各委員からは、議員間討議の運

　用を強化するため、さまざまな意見や提言が出さ
　れた。
2 袋井市議会傍聴規則等の改定について
　開かれた議会を目指す議会の活動原則に基づき、
　現行の袋井市議会傍聴規則及び袋井市議会委員
　会傍聴規程を検証し、問題点はないか確認作業を
　行った。
3 本会議における手話通訳及び要約筆記の実施に
　ついて(案)
　実際の運用に向け、準備を進めていく中で、ろう者
　の中には、要約筆記を望む声もあることを聞き、
　それらも踏まえ、対応について委員間で協議を
　行った。

◇7月19日(第2回)
<協議事項>
1 ICT活用特別委員会のあり方
　議会から特別委員会の進め方の提示、当局側から
　特別委員会の進め方の提案をたたき台として、
　委員による意見交換を行い、向こう2年間を3つ
　のフェーズに区切り、第1フェーズは情報の共有、第
　2フェーズは調査・研究、第3フェーズは施策立案と
　いうスケジュールで今後取り組んでいくことにし
　た。
2 第3次袋井市ICT推進計画 令和元年度主要事業
　の概要
　令和元年度主要事業の12件について、1件ずつ課
　題、現状、取り組み(解決策)、効果・展開について
　説明があった。

◇8月1日(第3回)
<報告事項>
1 第3次袋井市ICT推進計画 令和元年度主要事業
　の概要
2 第2次袋井市ICT推進計画 事業評価表
　25項目にわたり進捗状況について評価したものの
　報告があった。

◇8月28日(第4回)
<報告事項>
1 国(総務省)におけるICT施策の動向
　8月1日に総務省より人事交流で本市に赴任された
　山本理事から、動画等を取り入れながら最近の具
　体的な事例報告があった。
2 第2次袋井市ICT推進計画 事業評価の整理
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賛否が分かれた議案

森
杉　

典
子

村
井　

勝
彦

佐
野　

武
次

木
下　
　

正

竹
野　
　

昇

鈴
木　

弘
睦

戸
塚　

哲
夫

寺
田　
　

守

田
中　

克
周

山
田　

貴
子

近
藤　

正
美

伊
藤　

謙
一

岡
本　

幹
男

浅
田　

二
郎

高
橋　

美
博

髙
木　

清
隆

村
松　
　

尚

戸
塚　

文
彦

大
庭　

通
嘉

令和元年度袋井市国民健康保険特別会計補正予算(第1号)について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
平成30年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
平成30年度袋井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
平成30年度袋井市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○

議案に対する議員の賛否
○:賛成  ×:反対  △:棄権  －:欠席または除斥〈議長(戸塚文彦)は、採決に参加しません。〉

討論（主なもの）平成30年度一般会計決算認定に対して
浅田二郎議員（日本共産党）
　平成30年度の行財政運営の基本的問題は、市民の暮らしを支え、応援するという市の重要な
役割が、十分果たせていない。待機児童解消問題では、新たな開園もあったが58人と増やす結
果となった。国民健康保険特別会計への「その他繰出金」5,551万円余と45%も大幅削減し
た。白雲荘めぐる問題でも、低額な指定管理料でシニアクラブ袋井市に押し付け、さらに、利
用料の徴収で高齢者に負担を押し付けた。以上のことなどから反対する。

反対

伊藤謙一議員（緑風会）
　歳入決算額は340億9,300万円余、歳出決算額は329億8,600万円余である。ここから繰越明
許費繰越額を除いた実質収支額は9億400万円余であり、確実に黒字が確保されている。予算
現額に対する執行率も歳入97.7%、歳出94.5%で、適正な執行がなされていると判断する。財
政健全化判断比率も、実質赤字比率、連結実質赤字比率も黒字であり、本市の財政状況は健全
であると判断する。以上のことから賛成する。

賛成

袋井市議会からの意見書（要旨）

中央新幹線建設における大井川水系の
水資源の保全に関する意見書

　ユネスコエコパークの認定を受け、希少な動
植物が生息する南アルプスからもたらされる大
自然の恵みは、今なお流域の豊かな緑を育み、
清き流れとなって駿河湾をより碧く深いものに
している。この尊ぶべき自然環境を私たちは現
時点だけを見据えることなく、将来に亘って引
き継がれていくようにする義務がある。よっ
て、次の事項について要望する。
1 将来に亘って流域住民の安全・安心な生活が
確保され、経済活動に弊害が生じることのない
よう、農業用水、生活用水、工業用水等の水資
源及び自然環境の保全に万全を期す対策が示さ
れるべく、JR東海と調整されたいこと。
2 水資源及び自然環境の保全対策について、流
域住民の理解を最優先とする説明がされるよう
JR東海と調整されたいこと。
3 国の関与についてその範囲等を明確に示され
たいこと。
衆・参議院議長、内閣総理大臣、国土交通大
臣、環境大臣、内閣官房長官あて
※静岡県知事にも、おおむね同様の内容で提出
　しました。

地震財特法の延長に関する意見書

　東海地震に備えて、地震防災対策強化地域で
ある本市は、静岡県が作成した地震対策緊急整
備事業計画に基づき、各般にわたる地震対策を
鋭意講じているところである。東海地震による
災害から地域住民の生命と財産の安全を確保す
るためには、地震対策緊急整備事業計画の充実
と期間の延長を図り、これらの事業を迅速かつ
的確に実施することにより、地震対策の一層の
充実に努めていかなければならない。
　よって国においては、地震対策緊急整備事業
計画の根拠となっている「地震防災対策強化地
域における地震対策緊急整備事業に係る国の財
政上の特別措置に関する法律」を延長するよう
に強く要望する。
衆・参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、  
財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、農林
水産大臣、国土交通大臣、内閣府特命担当大臣
(防災)、消防庁長官、林野庁長官、水産庁長官
あて
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植物油インキを
使用しています

再生紙を使用しています

　これから寒い冬の時期を迎えると始まる
「干し芋」づくり。幸浦（浅羽南）地区では、
以前は多くの農家が生産していましたが、今
では数えるほどになってしまいました。
　お芋の品種改良が進み、昔と比べて、大変、
甘くておいしく、健康にも良いと言われてい
ます。甘くておいしい「干し芋」ですが、議
会における議案等の審議
は甘くならないよう、議員
一同、しっかり審議してま
いります。

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
11月25日（月）  開会、議案の説明
12月 3日（火）  市政に対する代表質問

4日（水）  市政に対する一般質問
5日（木）  市政に対する一般質問
6日（金）  市政に対する一般質問
9日（月）  議案の審査（常任委員会）
10日（火）  議案の審査（常任委員会）
11日（水）  議案の審査（常任委員会）
19日（木）  委員長報告～採決、閉会

※変更する場合もあります

場　所
時　間
日　程

冬の遠州地方の風物詩
「干し芋」

11月市議会定例会のお知らせ

本会議を傍聴する際の手話通訳または要約筆記について

市議会だよりの表紙写真を募集します!

No.72

市議会

（広報委員：佐野武次）

　令和元年11月市議会定例会から、聴覚に障がいのある方が本会議を傍聴する際に、手話通訳または要
約筆記がご利用できるようになります。申込書に必要事項を記載していただき、議会事務局へ直接お持
ちいただくか、ファックス、Ｅメールまたは郵送にて議会事務局へお送りください。
　手話通訳または要約筆記の手配の可否を、後日連絡をいたしますので、申込書に連絡先や連絡方法を
必ず記載してください。詳しくはホームページをご覧ください。

募集する写真
　袋井市内で撮影された人物・四季折々の行事・風景・学校行事・地域の
行事等の各種イベントのカラー写真
応募方法
　住所・氏名・撮影年月・撮影場所・作品名等を記載した「応募用紙」と
「写真」を、議会事務局へメール、もしくは郵送・持参してください。応
募用紙は、市ホームページに掲載してあります。
応募上の条件・注意
・1号につき1人1作品応募できます。
・被写体が人物の場合又は個人の所有物である場合は、必ず被写体ご本人
　(未成年者の場合は保護者)又は、所有者に掲載の承諾を得てください。
・ご応募いただいた写真は原則返却いたしませんので、あらかじめご了承くだ
　さい。
・応募及び採用に対する賞品等の贈呈はありませんので、あらかじめご了承ください。

選考・採用
・市議会広報委員会で決定し、掲載し
　ます。
・採用者には電話にて連絡した上、掲
　載します。
応募の締め切り
 　2月1日号・・令和元年11月26日（火）
 　5月1日号・・令和２年 2月26日（水）
お問い合わせ
　袋井市議会事務局(市議会広報委員会)
　※詳細については、市ホームページ
　　をご覧いただくか、議会事務局へ
　　お問い合わせください。

　11月25日（月）の開会日は、議場工事のため市役所
５階第１委員会室で会議を行いますが、傍聴は可能で
す。なお、当日のインターネット中継は中止させていた
だきますので、ご了承ください。


